
＜調査目的＞

＜調査対象＞

＜調査要領＞

＜ＤＩ値とは＞

＜平成２４年７月～９月期調査分回収結果＞

業種 対象事業所数 回答数 回答率

全業種 600 233 38.8%

建設業 120 42 35.0%

製造業 120 54 45.0%

卸売業 120 46 38.3%

小売業 120 40 33.3%

サービス業 120 51 42.5%

  久留米市地場企業景況調査リポート（平成２４年７月～９月期調査分）

　ＤＩ（ディーアイ。Diffusion Index：景気動向指数の略）値は、売上・採算・業況などの各項目につ
いての、ヒアリング対象の判断の状況を表す数値。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向
き傾向を表す回答（「増加」や「好転」など）の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向
き傾向を表す回答（「減少」や「悪化」など）が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値
の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景況感の相対的な広がりを意味する。
※ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

　久留米市内地場企業の景況及び経営動向を把握し、今後の経営改善普及事業に資するととも
に、これらの情報の集計結果を事業所へ提供し、経営の参考にしていただくために調査する。

　当所会員事業所を対象とし、建設業・製造業・卸売業・小売業・サービス業それぞれ１２０社づ
つ、計６００社を任意抽出して実施。

　四半期ごとに調査用紙を郵送し、前年同月比や来期の予測について回答を求める。調査の集
計は日商中小企業景況調査の集計方法に基づいた景気判断指数（ＤＩ値）で行う。
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　今期（Ｈ２４．７～９）の久留米市地場企業景況調査で「売上面」での景気判断指数（ＤＩ値）は、
全業種合計で「増加した」と回答した企業は４５社（前期比２社減）、「減少した」と回答した企業は
１２２社（前期比５社増）、「横ばいである」と答えた企業は６４社（前期比１３社増）であった。ＤＩ値
を見ると、マイナス幅は縮小して▲３３．３となり、前期比で０．７Ｐ悪化した。
　業種別に見ると、建設業▲６４．３（前期比１６．７Ｐ悪化）、製造業▲１７．０（前期比２．６Ｐ好
転）、卸売業▲１９．６（前期比７．１Ｐ好転）、小売業▲５２．５（前期比８．８Ｐ好転）、サービス業▲
２４．０（前期比４．９Ｐ悪化）となった。
　来期（Ｈ２４．１０～１２）の見通しでは全業種ＤＩ値は▲３８．０と４．７Ｐ悪化する見込み。

　今期（Ｈ２４．７～９）の久留米市地場企業景況調査で「採算面」での景気判断指数（ＤＩ値）は、
全業種合計で「好転した」と回答した企業は２６社（前期比２社増）、「悪化した」と回答した企業は
１３１社（前期比１６社増）、「横ばいである」と答えた企業は７６社（前期比０社同数）であった。ＤＩ
値を見ると、マイナス幅は拡大して▲４５．１となり、前期比で２．８Ｐ悪化した。
　業種別に見ると、建設業▲５７．１（前期比２．４Ｐ好転）、製造業▲４８．１（前期比１９．３Ｐ悪
化）、卸売業▲３４．８（前期比７．１Ｐ好転）、小売業▲５５．０（前期比６．３Ｐ好転）、サービス業▲
３３．３（前期比３．５Ｐ好転）となった。
　来期（Ｈ２４．１０～１２）の見通しでは全業種ＤＩ値は▲４６．１と、１．０Ｐ好転する見込み。
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　今期（Ｈ２４．７～９）の久留米市地場企業景況調査で「業況面」での景気判断指数（ＤＩ値）は、
全業種合計で「好転した」と回答した企業は２７社（前期比３社増）、「悪化した」と回答した企業は
１２４社（前期比２０社増)、「横ばいである」と答えた企業は７９社（前期比９社減）であった。ＤＩ値
を見ると、▲４２．２となり、前期比で３．９Ｐ悪化した。
　業種別に見ると、建設業▲６４．３（前期比１６．７Ｐ悪化）、製造業▲２８．３（前期比６．７Ｐ悪
化）、卸売業▲３７．８（前期比８．９Ｐ悪化）、小売業▲５０．０（前期比４．８Ｐ悪化）、サービス業▲
３６．０（前期比４．４Ｐ好転）となった。
　来期（Ｈ２４．１０～１２）の見通しでは全業種ＤＩ値は▲４６．３と３．９Ｐ悪化する見込み。

　今期（Ｈ２４．７～９）の久留米市地場企業景況調査で「仕入単価面」での景気判断指数（ＤＩ値）
は、全業種合計で「上昇した」と回答した企業は８４社（前期比２２社増）、「低下した」と回答した
企業は２０社（前期比３社減）、「横ばいである」と答えた企業は１２２社（前期比３社減）であった。
ＤＩ値を見ると、２８．３となり、前期比で９．７Ｐ悪化した。
　業種別に見ると、建設業３６．６（前期比２８．９Ｐ上昇）、製造業５３．８（前期比１９．８Ｐ上昇）、
卸売業３２．６（前期比１７．０Ｐ上昇）、小売業▲２．５（前期比１０．４Ｐ低下）、サービス業１４．９
（前期比２．９Ｐ低下）となった。
　来期（Ｈ２４．１０～１２）の見通しでは全業種ＤＩ値は２２．４と５．９Ｐ好転する見込み。
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　今期（Ｈ２４．７～９）の久留米市地場企業景況調査で「資金繰り面」での景気判断指数（ＤＩ値）
は、全業種合計で「好転した」と回答した企業は１５社（前期比２社増）、「悪化した」と回答した企
業は７６社（前期比９社増）、「横ばいである」と答えた企業は１４１社（前期比８社増）であった。ＤＩ
値を見ると▲２６．３となり、前期比で０．９Ｐ悪化した。
　業種別に見ると、建設業▲４２．９（前期比１．４Ｐ悪化）、製造業▲２７．８（前期比８．２Ｐ悪化）、
卸売業▲１０．９（前期比１３．５Ｐ好転）、小売業▲３０．８（前期比７．９Ｐ好転）、サービス業▲２
１．６（前期比１２．７Ｐ悪化）となった。
　来期（Ｈ２４．１０～１２）の見通しでは全業種ＤＩ値は▲２６．８と０．５Ｐ悪化する見込み。

　今期（Ｈ２４．７～９）の久留米市地場企業景況調査で「従業員数面」での景気判断指数（ＤＩ値）
は、全業種合計で「増加した」と回答した企業は２９社、「減少した」と回答した企業は４１社、「横
ばいである」と答えた企業は１５１社であった。ＤＩ値は▲５．４となった。
　業種別に見ると、建設業▲７．５、製造業▲１３．５、卸売業７．０、小売業▲１０．５、サービス業
▲２．１となった。
　来期（Ｈ２４．１０～１２）の見通しでは、全業種ＤＩ値は０．９となる見込み。業種別に見ると、建設
業▲２．４、製造業▲７．７、卸売業７．１、小売業▲５．３、サービス業１２．５となる見込み。
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　今期（Ｈ２４．７～９）の久留米市地場企業景況調査で「残業時間面」での景気判断指数（ＤＩ値）
は、全業種合計で「増加した」と回答した企業は２５社、「減少した」と回答した企業は４９社、「横
ばいである」と答えた企業は１４３社であった。ＤＩ値は▲１１．１となった。
　業種別に見ると、建設業▲２７．５、製造業▲１９．２、卸売業４．９、小売業▲５．６、サービス業
▲６．３となった。
　来期（Ｈ２４．１０～１２）の見通しでは、全業種ＤＩ値は▲１１．１となる見込み。業種別に見ると、
建設業▲１７．５、製造業▲５．８、卸売業２．５、小売業▲１６．７、サービス業▲１８．８となる見込
み。

　今期（Ｈ２４．７～９）の久留米市地場企業景況調査で「新規・中途採用面」での景気判断指数
（ＤＩ値）は、全業種合計で「増加した」と回答した企業は２２社、「減少した」と回答した企業は２１
社、「横ばいである」と答えた企業は１５２社であった。ＤＩ値は、０．５となった。
　業種別に見ると、建設業▲２．７、製造業０．０、卸売業１３．５、小売業▲６．７、サービス業▲
２．２となった。
　来期（Ｈ２４．１０～１２）の見通しでは、全業種ＤＩ値は４．５となる見込み。業種別に見ると、建設
業５．３、製造業▲６．４、卸売業１８．９、小売業▲３．２、サービス業８．７となる見込み。
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　今期（Ｈ２４．７～９）の久留米市地場企業景況調査で「賃金面」での景気判断指数（ＤＩ値）は、
全業種合計で「増加した」と回答した企業は４２社、「減少した」と回答した企業は３２社、「横ばい
である」と答えた企業は１４５社であった。ＤＩ値は４．６となった。
　業種別のＤＩ値では、建設業▲１４．６、製造業１９．２、卸売業４．８、小売業２．９、サービス業
６．１となった。
　来期（Ｈ２４．１０～１２）の見通しでは、全業種ＤＩ値は３．７となる見込み。業種別に見ると、建設
業▲４．９、製造業２１．２、卸売業２．４、小売業▲１１．１、サービス業４．２となる見込み。

　今期（Ｈ２４．７～９）の久留米市地場企業景況調査で「労働時間・日数面」での景気判断指数
（ＤＩ値）は、全業種合計で「増加した」と回答した企業は２０社、「減少した」と回答した企業は３４
社、「横ばいである」と答えた企業は１６６社であった。ＤＩ値は▲６．４となった。
　業種別に見ると、建設業▲１７．１、製造業▲７．７、卸売業４．９、小売業▲２．８、サービス業
０．０となった。
　来期（Ｈ２４．１０～１２）の見通しでは、全業種ＤＩ値は▲８．７となる見込み。業種別に見ると、建
設業▲１７．１、製造業０．０、卸売業▲４．８、小売業▲２２．２、サービス業▲４．２となる見込み。
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＜事業所から寄せられた主なコメント＞

【建設業】

「10-12月期の業況は好転しつつあるが、まだまだ工事の需要が停滞している」(電気工事業)

【製造業】

「自社の未来を担う人材育成に力を入れている」（一般産業用機械・装置製造業）

「専門職の若手従業員の確保が難しい」（電子部品・デバイス製造業）

「積極的に事業展開をしていきたいが、事業資金の借入が難しい」(その他に分類されないその他の製造業)

【卸売業】

「同業者間の競争激化している」（食料・飲料卸売業）

「従業員の能力向上の為、社員教育に力を入れている」（化学製品卸売業）

「東日本大震災の影響で、一部商品の品不足が続いている」（化学製品卸売業）

【小売業】

「売上単価の低下により利益確保が困難」（機械器具卸売業）

「東日本大震災以降、需要の停滞が続いている」（自動車小売業）

「財務健全化のため、売上金回収を手形から現金回収に変更する検討している」（金物小売業）

【サービス業】

「大型店が撤退した事で受注が減少した」（各種物品賃貸業）

「自社状況は持ち直し、売上が上昇しつつある」（建物サービス業）

「業界間での競争激化している」(駐車場業)

「東日本大震災以降売上減が響き、今期は赤字を見込んでいる」（その他の設備工事業）

「引き合いは合っても、受注には結びつかない事が増えてきた」（屋根工事業）

①大企業の進出による競争の激化　　②同業者の進出　　③消費者ニーズへの対応　　④人件
費の増加　　⑤人件費以外の経費の増加　　⑥仕入単価の上昇　　⑦販売価格の低下　　⑧金
利負担の増加　　⑨事業資金の借入難　　⑩従業員の確保難　　⑪需要の停滞　　⑫その他
今期（Ｈ２４．７～９）の経営上の悩みとしては、「需要の停滞（２７．８％）」「販売単価の低下・上昇
難（２１．２％）」を指摘する声が多く寄せられている。
特に、「需要の停滞」は建設業（４３．４％）、製造業（１７．２％）、卸売業（２７．５％）、小売業（１
４．７％）サービス業（１５．９％）と全業種で意見が集中した。
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